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Abstract
Non surgical cosmetic techniques for the face are developing considerably, as they deliver good results using simple, 

non invasive, and atraumatic procedures. As people age, various forms of facial skin pigmentations occur, mixture of me-
lasma, seborrheic keratoses, senile lentigo and wrinkles are present. I refer to this condition as Aging Complex Pigmentation 
or ACP. Of course, it is important to diagnosis and treat each condition accordingly. I think the concept of combined therapy 
for wrinkles. A therapy combining botulinum toxin, filler injections and lasers. This non-surgical therapeutic strategy brings 
patient satisfaction through a global approach to facial aging.
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1. は じ め に

できるだけ長い年月を元気に活躍したい，いつまでも
若々しく美しくありたいという望みは誰もが持ってい
る。しかし，加齢とともに，顔面には多種類のシミ，そ
してシワ，タルミが出現し，見た目，容貌は変化する。
シミは疾患ごと，シワ，タルミは，原因（皮膚の弾力低
下，皮下組織の減少，下垂，筋肉の委縮，非薄化，頭蓋
骨の縮小，靭帯の弛緩）ごとの治療が必要である。いず
れも最も重要なのは予防であり，紫外線ケアなどのスキ
ンケアの上に美容医療は成り立っている。本稿では現在
筆者が行っているシミ，シワの治療に関して述べる。

2. シ ミ 治 療

シミは後天性のメラニン色素の増強であるが，日本人
の場合はいくつかの疾患が存在し，加齢とともに混在し
てくることが多い。このため筆者は，太田母斑や扁平
母斑などの先天性の色素異常疾患を除いた後天性の加
齢に伴うシミを，加齢性混在型色素斑：Aging Complex 
Pigmentation（ACP）と称して，治療を行っている 1）。し
かし，患者が訴えるシミの中には，いまだに太田母斑，
扁平母斑が存在している事実もある。本来，皮膚の疾患
は病理組織学的所見を非常に重要視するが，美容，自費
で受診した患者に対して，診断のために生検をすること

は非常に難しい。そのため，視診が非常に重要になるの
で，必ず化粧を落とした素顔の状態で診察を行い，存在
するシミを正しく臨床診断し，適切な治療を選択するこ
とが重要である 2）。

2–1. シミ治療の進め方
シミ治療=レーザーであると思われているが，安全
に，より非侵襲的に行うために，内服，外用，UVケ
アなどのプレトリートメントにより，表皮のメラニン
代謝の促進，抗酸化治療を最初の導入として行ってい
る 2）。その後，残存するシミに対して機器を使用した治
療を行っている。老人性色素斑が残存している場合は，
Qスイッチレーザーや光治療，肝斑であれば Qスイッ
チ Nd:YAGレーザーを用いたレーザートーニング 3），脂
漏性角化症であれば炭酸ガスレーザーなど機器の治療を
患者の希望があれば，予定する。外用剤が有効なのは，
肝斑や老人性色素斑である。また，液体窒素治療の副作
用，日焼けや熱傷後に起こる炎症後色素沈着にも有効で
ある。

2–2. 各種疾患の治療
各疾患の説明は省き，治療方法を述べる。

1）老人性色素斑
a. 外用治療
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